













































































































































ポンポン パンパン 高い 早い
ポテポテ ポンポン ボンボン 食べ頃
ボテボテ ボンボン 低い 熟れ過ぎ
図16　食べ頃と打音・糖度の関係
　図17は西瓜を叩いて熟れ具合を判定したものである。これはネットより録音した。（６）西瓜
は個体差が大きいので、打音の周波数もばらつきが大きいために、熟れ具合の判定もある程度
の目安である。図17（a）はまだ熟れていない時、（b）はちょうどよい熟れ具合の周波数分析
結果である。（a）では、ピーク周波数が100Hz、365Hzおよび550Hzであったものが、（b）で
は100Hzおよび250Hzになっている。とくに（a）の365Hzおよび550Hzの音が熟れるにつれて
250Hzのみに移行することがわかる。
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　これは、
　　　　　　　　 　Ｋ：西瓜の中身をばねこわさに換算した値　［N/m］
　　　　　　　　 　Ｍ：西瓜の質量　［Kg］
と仮定すると、西瓜が熟れ時になると、Ｍはほとんど変化しないがＫは中身を見ればわかるよ
うに軟らかくなっている。すなわちＫの値は小さくなっていると考えられる。したがって、ｆ
の値は小さくなっていると考えられる。
図17　西瓜の打音による周波数分析結果
（a）収穫時期にはまだ早い （b）ちょうど収穫時期（食べ頃）
　メロンにおいて、割ばしで表面をたたき、周波数解析と果実の硬度の関係において、収穫後
の日数（２日、６日、10日）と周波数の関係が図示されているが、ピーク周波数が低周波側
に推移している。（７）また、ばちでメロンの赤道上の５箇所をたたき、その音から振動数を測
定、食べ頃までの日数を予測している。（８）さらに梨についても打音検査についての研究成果
が示されている。（９） 図18はメロン表面を12点に分割して端がプラスチックのマレットで叩い
た。図19はその時の音を周波数分析した結果を示す。図19（b）は（a）より５日経過している。
熟れていて冷やして食べたが、ちょうど熟れていて食べ頃であった。（a）ではピーク周波数は
約440Hzであるが、（b）では440Hzの他に275Hzのピークが現れている。前述の西瓜と同様に、
収穫してから食べ頃まで表面を叩いた音である程度熟れ具合がわかると思われる。
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図18　メロンの表面を先端がプラスチックのマレットで叩く
図19　メロンの打音による周波数分析結果
（a）食べ頃にはやや早い （b）ちょうど食べ頃
３．まとめ 
　打音による診断・判定について、現在広く使用されている方法を取り上げ、その実例を述べ
た。ここに示した４つの手法は特別な打診用具や分析器を必要とせずに人間の感性によって診
断・判定ができることが最大の特徴である。しかし、判定に熟練が必要であることにより後継
者の育成が難しいので将来的には機械化などの方向を採用せざるを得ない状況であると思われ
る。このような現状を踏まえ、現在行われている打音試験の、計測・診断についての基本的な
考え方や結果の判定などを予め体験・理解しておくことは必要かと思われる。
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